　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 








資料３





（仮称）大阪府障がい者等用駐車区画利用証制度（案）





４　手続き・運用





１　趣旨・目的








(1)趣旨


ダブルスペース（車いす使用者用駐車区画とゆずりあい駐車区画の両方）を設置している施設において、当該駐車区画の適正な利用を促進するため、車いす使用者など移動に配慮が必要な方に対して、利用証を交付する。


※車いす使用者用駐車区画：バリアフリー法や大阪府福祉のまちづくり条例の規定により、公的施設や一定規模以上の商業施設などに設置される、一般駐車区画に比べ幅の広い駐車区画


※ゆずりあい駐車区画：車いす使用者以外の障がい者や高齢の方、妊娠中の方など移動に配慮が必要な人のための駐車区画


(2)目的


①一般の方による不適正利用の抑制


②「車いす使用者」と「車いす使用者以外の障がい者や高齢者等」との競合の防止


　　③他府県との相互利用








　(1)申請等の手続き


　　①利用証の交付を希望する利用対象者は、確認書類を添えて、原則、郵送にて府に申請を行う。


　　②府において、利用対象の可否を審査したうえで、申請者に利用証を交付する。





　(2)利用証の有効期間等


①車いす使用者、障がい者（車いす使用者以外）、難病患者、高齢者（車いす使用者以外）については、３年間とし、妊産婦やけが人などについては、１年間（最長）とする。


②左記利用対象者のうち、車いすの常時使用を必要とする者には車いす使用者用駐車区画用の利用証、その他の者にはゆずりあい駐車区画用の利用証を交付する。


③利用証は番号を付し、重複交付等のないよう管理する。また、利用証を他人に貸与する等制度運用に支障がある場合は、利用証の返却を求めることとする。


④利用証は、駐車する時、ルームミラーにかけるなど、外から見えるようにする。


　


　(3)駐車区画の利用に関する啓発


　　①不適正利用車両に対しては、協力施設において制度周知等のためのチラシを配布する。


　　②ダブルスペースの確保の趣旨につき啓発を行うとともに、駐車区画の利用に関する以下の運用について、利用対象者の理解・協力を促すものとする。


・車いす使用者は、車いす使用者用駐車区画に駐車できない場合は、ゆずりあい駐車区　　画に駐車できるものとすること。


　　・車いす使用者以外の利用対象者は、ゆずりあい駐車区画に駐車できない場合は、車いす使用者用駐車区画に駐車できるが、施設入口付近の一般用の駐車区画への駐車にも努めることとする。








２　利用対象者








次に掲げる者で、移動が困難なため、建物の出入り口近くの駐車区画を必要とする者。


※ 対象とする程度等については、他府県の状況を踏まえ設定する。





(1)障がい者（身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者）


(2)難病患者


(3)要介護高齢者


(4)妊産婦


(5)けが人 等


　





５　スケジュール（予定）





３　利用対象施設








２５年１０月～　府立施設、市町村立施設、民間施設への協力要請


　　　　　　　　関係者への説明


１１月～　先行実施の周知


利用証・ゆずりあい駐車区画表示カバーの作成等


１２月頃　先行実施利用証申請受付、審査、交付





２６年１月以降　先行実施


※市町村及び25年12月末時点の協力民間施設の状況を見て運用開始。


　４月～　　本格実施


※制度の周知や啓発、協力施設の拡大に向けた要請は継続して実施。








次に掲げる施設で、ダブルスペースを設置している施設とする。


　　民間施設等については、任意の協力によりダブルスペースの確保を進めることとし、届出により、協力施設として登録することとする。市町村立施設についても手続きとして届出を行うこととする。


(1)府立施設


(2)市町村立施設


(3)民間施設（スーパー、外食、病院など）


(4)その他


なお、協力施設については、ホームページ等で公表することとする。
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